
■素晴らしさの落とし穴■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 293 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：年末年始の予告 

 

12 月になると、年末ということで、何やらそわそわしてきますね。 

僕は今、63 歳なんですが、この年になると「あと何年残っているのか」が気になります。 

このことを考え始めたのは 50 歳になったとき、「人間 50 年」と詠いながらも 49 歳で死んだ織田信長のことを

思ったのがきっかけです。 

・ 

でも、あとで知ったんですが、「人間 50 年」とは「人の寿命が 50 年」という意味でなく、「人間五十年 下天の

内をくらぶれば、夢幻のごとくなり。一度生を得て滅せぬ者のあるべきか……」と言う舞の一節です。 

「下天」とは仏教における天上世界を、欲望の度合いに応じて六段階に分けた六欲天（ろくよくてん）の最下位

世界のことで、そこでは 1 昼夜の長さが 50 年の長さに相当するそうです。 

だから今では、50 年ですらたったの 1 日なんだから、もっと大きなスケールで考えよう･･･と聞こえます。 

・ 

そこで僕は、少なくとも残りの人生を 12 倍にするために、あと「何年」でなく「何月」と考えて、「謹賀新月」

と毎月挨拶するようにしています。 

とはいえ、1 月だけは「新月」でなく、やはり「新年」という特別な月だと思います。 

だから、年賀状を書き、正月休みをとります。 

・ 

まず僕の年賀状ですが、新年のご挨拶とは程遠い、来年に向けての提案や企画です。 

来年は、仲間を募って「大きな家」を作り、そこで小さな国を作る提案をしたいと思っています。 

年賀状の情報は、web などを使って公開しますが、年賀状をくださった方には年賀はがきでお届けしています。 

年賀はがきも大歓迎ですのでお忘れなく。 

・ 



そして、正月休みは 12/27(日)から 1/5(月)までを予定しています。 

大晦日の年越しは妻の実家(横浜・自宅)、元旦は母の住まい(世田谷)で過ごす予定ですが、それ以外は作業してい

ますので面談も大歓迎です。 

今年こそ、「地主の学校」を書き上げたいと思っていますが、どうなることやら。 

皆様のお越しやお誘いを、お待ちしています。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：素晴らしさの落とし穴 

 

新型コロナウィルス感染拡大が、本格的な第 3波を迎えた今、医療崩壊の危機が論じられている。 

医療に従事する人たちの疲弊や燃え尽き症候群、コロナ以外の通常医療への影響、医療施設の経営破綻などなど。 

だが、疑問に感じるのは、なぜこの程度の感染者数で、日本の医療は崩壊してしまうのだろう。 

ヨーロッパ諸国では 1 日当たり何万人と言われるが、２倍以上の人口を持つ日本の感染者数がいまだ 2000 人程

度と、ケタ違いに少ないではないか。 

だが、10 万人当たりの死亡者数についていえば、4 月 2 日現在、イタリアが 22 人、スペインが 23 人、米国が

1・5 人、韓国が 0・4 人であるのに対し、日本は 0・05 人だったので、なんと 10～1000 倍の少なさだ。 

すでに日本の医療はこんなに頑張っているのだから、これ以上がんばれというのは酷なのだろうか。 

・ 

確かに、日本の医療水準は世界一だし、あなたもそう感じているだろう。 

誰もが国民皆保険制度のもと、比較的安い費用で高水準の医療を受けることが出来るのは、素晴らしい仕組みだ

と思うし、世界を見渡しても日本のようなシステムで医療費を賄っている国は見当たらない。 

WHO（世界保健機関）による世界各国の医療制度の比較においても、健康寿命 1 位、健康達成度の総合評価 1

位、乳幼児死亡率 1 位と極めて高い評価を受けている。 

医療技術、医療機材、どれをとっても日本は他国と比べ物にならない程、良質なものを持っているようだ。 

だからこそ、新型コロナウィルスによる死者が際立って少ないだけでなく、感染者数さえも少なく抑える要因の

一つかもしれない。 

だが、この「素晴らしさ」の中にこそ、重大な落とし穴があるのではないかと僕は思う。 

・ 

医療保険を充実させ、国民の命と健康を医療で守ろうとする国は、決して日本だけではない。 

だが、医療の充実と進歩を支えるための費用が増え続けると、必ずこの制度は破綻してしまうので、多くの国で

医療費の増加を抑えるための「予防医学」が発達した。 

ところが日本では、予防という概念が先進諸国に比較してほとんど発達しておらず「できるだけ医者に行かない」

という考え方は変人扱いされてしまう。 

疾病に対する保険制度であるため、病気にならないと原則使うことができないのだが、治療費が比較的安いため

「病気になったら治療すれば良い」という風潮が広がって、医療費の抑制が困難になる。 

・ 

また一方で、主要先進国中において日本の医師の医療報酬は極めて低く、その結果いわゆる医師の過剰労働が生

まれ質の高い医療を提供することが難しくなる。 

医者の収入は高すぎると僕たちは考えがちだが、日本の医師報酬は資本主義なのに国策によって決定され、人件

費や材料費が高騰しても、国の財政が悪化すれば下げられてしまう。 

歯科に関しては、ここ 20 年来報酬は減り続けており、日本の診療報酬が主要先進国の中で最低ランクだと、友



人から聞いて驚いた。 

確かに新型コロナウィルスのおかげで、医療機関の経営者や関連メーカーは、ちゃっかりぼろ儲けしているケー

スも多いはず。 

でも結局、日本の国民皆保険制度が堅持できているのは、現場の医療従事者が世界に類を見ないほどの薄給で働

いているおかげと言っても過言ではない。 

これは医療だけでなく、福祉、介護に関わる事業も、同じような構造だと思う。 

・ 

医療費がないから医療費を下げるというのではなく、無駄使いをなくし、分配の仕方を変えるべき。 

つまり、医療や福祉を維持したければ、できるだけその世話にならないようにすべきだと僕は思う。 

具体的にいえば、現在の国民医療制度における「生活習慣病（高血圧、高脂血症、動脈硬化、糖尿病などの慢性

疾患）」を、病気認定つまり保険の対象から外せばいい。 

僕はすでにこれを実行に移している。 

高血圧は投薬を拒否し、糖尿病は食事制限と運動でインシュリン治療を離脱し、緑内障の眼圧下降点眼剤のみを

処方している。 

素晴らしさの落とし穴とは、その素晴らしさに甘え依存することで、自らを滅ぼしてしまうこと。 

僕は、いつまでも素晴らしさを享受する側に居るのでなく、自分自身が提供する側に行きたい。 

 

 

http://nanoni.co.jp/20201206/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）12/08 ■○いづみ作業日 14-21 時 

 09-11 時 いづみMTG（反町） 

11-17 時 ★アントレハウスいづみ（反町） 

（水）12/09 ■◎なのに作業日 09-21 時 

（木）12/10 ■○笑恵館作業日 09-19 時 

 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）12/11 ■◎なのに作業日 09-21 時 



 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）12/12 ■○笑恵館作業日 09-17 時 

   10-17 時 ★アントレハウス笑恵館 

（日）12/13 ■◎休業日 

 14-17 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 12 月例会（西所沢） 

（月）12/14 ■◎なのに作業日 19-21 時 

 

■その後の予定 

12/15 09-19 時 △いづみ PJT･MTG（反町） 

12/16 13-15 時 △HFA定例会議（渋谷・リモート） 

12/17 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

12/24 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/08 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

01/14 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

01/14 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

01/14 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/24 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 1 月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

https://us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=59d45a06e2 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


